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七
月
一
一
十
三
日
待
望
の
小
原
芸

術
参
考
館
（
神
戸
市
東
灘
区
住
吉

町
九
重
坂
一
八
四
六
Ｔ
Ｅ
Ｌ
剛
○

八
七
一
Ｉ
三
阪
急
御
影
深
田
池
北

上
る
）
が
開
か
れ
た
。
清
家
清
氏

に
よ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
設
計
の
建
築

は
御
影
石
を
う
ま
く
生
か
し
て
い

る
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
小
原
豊
雲

氏
好
み
の
原
始
的
美
術
品
が
多
い

が
、
華
道
家
と
し
て
の
筋
が
一
本

通
っ
て
い
る
。
関
西
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
サ
ロ
ン
で
も
あ
り
た
い
と
い

う
小
原
会
館
は
「
で
あ
い
」
の
場

を
ま
た
一
つ
加
え
た
。

お
花
の
、
小
原
流
家
元
、
豊
雲

氏
が
集
め
ら
れ
た
ペ
ル
ー
や
イ
ラ

ン
、
ま
た
南
海
土
俗
品
を
始
め
と

す
る
沢
山
の
美
術
品
の
陳
列
館
が

御
影
の
松
林
の
中
に
で
き
上
っ
た
。

い
わ
ゆ
る
逸
品
だ
と
か
系
統
を

た
て
て
集
め
た
の
で
は
な
く
、
花

道
に
於
け
る
創
作
の
糧
（
か
て
）

と
し
て
目
に
と
ま
っ
た
品
で
あ
る

と
本
人
は
い
わ
れ
、
多
く
の
芸
術

家
が
こ
こ
に
や
っ
て
来
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
創
作
の
原
動
に
役
立
て
ば

と
望
ん
で
お
ら
れ
る
。〈
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お貝曽レノします

山
４

典
花のパリ

マドレンドロークの

香水とネクタイ

イタリヤのグラスと

オーストリッチのバッグ

パキスタンの花びん

イタリヤシヤピーの

『フゴンにのせて

マド､ モアーゼソレに

マダ ､ ムに

ムッシューに

トアロートご《クロス》が

ＴＥＬ

ＺＺｱ存

☆☆

靴と舶来雑貨靴と舶来雑貨

ククロスス瀞

神戸トア･ ロードT E L 3 9 - I 7 8 I ㈹
さんちかレデイスタウソＴＥＬ３９－２５６２
神戸トア･ ロードT E L 3 9 - I 7 8 I ㈹
さんちかレデイスタウソＴＥＬ３９－２５６２

トア． 国

大阪阪神百貨店T E L 3 6 I - 1 2 0 1大阪阪神百貨店T E L 3 6 I - 1 2 0 1２
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鼠

オリエンタルホテル直営

ﾈ 申戸駅前サントリー
ビアガーデン川崎日生ビル
神戸・生田. ・京町
ＴＥＬ( 0 7 8 ) 3 3 - 8 1 1 1
５：ｏ０Ｐｍ～９：o ０ｐｍ

…そしてあなたの
夏の夢をひろげる

０

二 神戸のムーディな一

｡
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☆【/ ＭＦ３" 〃〃駅Ｃａ歴C 刀0 / Ｖ

刃今月のモデルは聖ミカエルの英語教師ウイリアム・ヘイドンさん（ボートターミナルフイッシャマソズホートにて）

アロハ｡ ／
南国・ハイビスカスの

香りと砂にはえる

真夏の太陽. ／

うねがハワイから

直輸入するアロハ

が色あざやかです

ぜひ一度お立寄り

下さい。

世界のオシャレをおとどけする

ク ネ
神戸店神戸市生田区元町通１丁目６４

T E L ･ ( 0 7 8 ）３３－３１１２

東京店東京都渋谷区道玄坂2 - 2 4 一Ｉ
東急百貨店本店６階( 渋谷）
TEL.(03）４６２－３４３５(直通）

東京店東京都中央区日本橋通l ノ9 ノ２
東急百貨店日本橋１階
TEL･(03）２１１－０５１１内線318
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Ｕ
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f 垂

眼下にひろがるパノラマ眺望. ′
地上１３階の和風レストラン

十
阪ﾈ 申ホテルチェーン

‐孝申戸自タウーサ･ イト､ : ' ホチル

Ｑ色 琴
関西ではじめての

ユニークな地 _ 上１３階の

和風レストラン直噂竹亭，，

おちついた和食とともに

夜、昼とも、すばらしい

海と山と街の W 兆望を

おたのしみいうＥだけます

ご同伴で、ご’家族づれで

お気軽におこしください . ノ

＊しゃぶしゃぶ￥１，８００
＊すき焼 ￥１．７００

＊てんぷら￥１，０００より
＊うどんすき￥１，０００

＊営業時間ＡＭ７．００～ＰＭ９．００

神戸市生田区波止場町一番地( 中突堤）
ＴＥＬ神戸( ０７８) ３５－２１５１（大代表）

●サンテレビ( 3 6 c h ）毎日曜日（ＰＭ４: 4 5 ～５: 0 0 1 < ワンダフル神戸> 提供
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－．画

神戸市灘区宮山町３丁目９
ＴＥＬ（0 7 8 ) ８８－Ｉ０８ｌ

ＰＭ４：００－１２：００年中無休

ｒ
，
Ｌポナセラノ( 今晩は）と阪急六甲の民芸風レストランの敷炉屋を訪れたのは、万博イタリヤ館の

皆さんとローマ留学でイタリヤ通の新谷さん兄妹。
羊葵とお抹茶に「どうして三回で飲むの。じゃお菓子も三回で食べるんですね」とティーセレモ
ニーにけげん顔。日本料理はすき焼、スシ、天ぷら、ソバ、サシミ、何でも結構と、敷炉屋の
懐石料理に次々とハシを使う。「どうしてコーベビーフはこんなに美味いのかしら？」「きっ
とビールを飲んだり音楽をきいたりマッサージされたりしているのね」「どっちみちシャブシ
ャブになるのなら牛もいい目にあった方がいいワ. / 」と陽気なイタリアンだ。日本は世界第三
位を誇る国威がある、とほめて頂いたが、万博に日本色なしと伝統を誇るイタリア人には日本
万博は物足りないようだ。
食べて、議論して、長時間を食事にかける。悠々と料理を楽しむ風‘情は日本人もみならいたい
ところ。

『☆民芸風レストラン

嬰畠輔臓屋
⑪敷炉屋サロン８月のお客さま左より新谷誘紀さんく彫刻家> ジュリ
ア・ガボッテイ〈イタリヤ館ホステス〉トマソ・ヴイラニイ〈イタリヤ館警備隊々 長〉シラス・
バオロ< イタリヤ館警察官〉新谷映子く彫刻家〉さんです。
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雪”Ｗ伽 涛雲拠始 ば之下山手通２－２９
神戸ビル１階
ＴＥＬ3 9 - 8 8 9 4

下山手通２－３ｉ
ＴＥＬ３３－６７９２
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ヘ

家庭的な一品料理も用意しております。
営業時間ＰＭ５: 0 0 ～ＡＭ２: ００日曜・祭日も営業しています

悪. . ､ 金一一戸弓戸ご鳴
….…鳥４１理嘆、是．壁一圏蜘酔4.4…･‐一

千葉みどり
神戸市生田区中山手通２丁目９３
東洋ビル2 ＦＴＥＬ３９－ＩＯ７７
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木 の香に包まれて今夏も話がつきない
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しゃれたセンスで夜を過す大都会ニューヨーク。彼らの好む雰囲気の店< テ鳶イ
ノオクラブ＞が、神戸の街にオープンしました。酒、音楽、女性全部一流品で
なければ ､ ならないあなたのお店です。
■三富生田筋東狽l j 岸ビル３ＦＴＥＬ３３－Ｏ５５５■Ｐ. Ｍ、６：００～Ａ､ Ｍ２：ＯＯ
頚Ｂｅｅｒ４００円／サントリーオールド４００円／サラダ類５００円

Ｉ馬憲窯雪

生
Ｗ

Ｎ 東門１筋
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神戸市生田区中山手通１－７２東門筋小坂ﾋﾞﾙ2FTEL32-l548-芋田新道
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＆§皿皿⑭ｋ

鐘
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脳

》

煙甘迅

生田区北長狭通５丁目

書羅紗屋 1 ９－４

ＴＥＬ３５－４３１１

韻E篭参_.￥

！

端麗０ＧＫプリf グ東店
神戸市生田区栄町’－５－３．ＴＥＬ( 0 7 8 ) 3 2 - 3 2 0 7 ～８

K ●蔑霞彊必零ＮＧ篭鋤ＢＥ

グラタン小屋

ＴＥＬ３９－ｌ４３８ろっの銅貨 三宮・金剛山西入る

銀塾

スナック＆レストラン

●ノネ 神戸市生田区中山手通｜丁目３５
ＴＥＬ（0 7 8 ）２２－２０５５
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Ⅲ

鰯鶏鱒喜蹴鴨嚇? γ繍震｜慧鷲撫鰹蛎蝋灘競葛董
る六面のガラスが店の中を明るく見せている。白と緑の円型テントに、わる味覚人間は、非常にぜいたくなことをしていることになる。
しっくりした扉を押すと、与謝野晶子のばらの詩が、女流書家望月美佐神戸のあの店のステーキは美味かつた、という,情報は人づてに口づてさんの手で書かれている。四人がけの席が７ツ。カウンターに12人はかに伝わる。ホッと仕事を離れた日曜日、家族連れで万博帰りに神戸でおけられるだろうガ､。自宅を改築しただけあって、ゆったりと落ちつけるりて、ステーキのイメージがいつしか“フック東店,，につながる。のが何より。

！

ィ、ズッペ(400円)や、ステーキ(1600円)ローストビーフ(1000円）と食 ステーキ、ビーフフォンデューと神戸肉のうま味をたっぷりと味あわ
事もできるし、ビール(200円）オールド水割(400円)とのんでもいいし、． せてくれるし、昼時はビジネスマンで賑わう神戸らしいレストランでも
一ヒー(100円)でお茶を楽しめる。昼食(200円)も官庁街をひかえてたてこ ある。

んでいる。苔蔽屋の名付親は作家の陳舜臣氏。ＡＭ１０時～ＡＭ２時迄営業時間ＡＭ１０：３０～ＡＭ１：００万国博の今年は年中無休です。
県庁戸可

L －

|三和銀行Ｉ

慧言|E三u蜜

舟戸

腿逼ク東店

加
納
町
一

Ｎ
傘
・
桐
出

１ [ コホテル花くま茜穂腕

侭
一

生
田
筋

Ｕ
四
四

鯛…蕊し《認…ﾑ ｰ ﾄ ﾞ が褐つの銅鍔…- の…｜￥嚇測剛職噸篭噸蔦澱Ｉそれが夢のある名前とインテリアにあらわれた。

Ｐーー・ー・一－．－増扇羽嗣霊 ﾛ

神戸で新劇の公演があるとひときわ賑やかになる。神戸の“５つの銅貨”として阪神間に知られた店だが、ギターの旋律
美味しい料理が、キャビン、カウンター、ソファー、丸テーブルとおに唱和する楽しさもある。
好みの席で、安く手軽に食べられるところが“ソネ”の雄大の魅力でもグラタン￥3 0 0～5 0 0レーズンバター￥３００ビール(小）￥２５０ ある。ポタージュ￥２００ビール( 小）￥２００オールド￥３００水割り￥３００営業時間ＰＭ６：００～ＡＭ２：００溝業時間ＰＭ５：３０～ＡＭ２：００

I 汗Ｌー

元町' －－－－－－１１& 陸･ 一＝. －三宮
ん

ﾘ ｰ ｸ』、V ~″／ハvノレ』一ノン〃.”と．ハリ、カヒ単屈の－１ﾆのうj /フと漁網のつくれがキラキラと光る海面が兄えるとなると、神戸の街にいることだけで
るスペースで、若者は貴重な時間を費やす。楽しくなる。、午後６時からの８時間。これをいかに過すかが、自分をいかに表現す原石を埋めこんだ壁に、夜の自助車のライトがまぶしく映るステンド
るかのオシャレに通じる。鉄枠に自然石が埋まるクールなテーブルだが グラスが、内と外の光を柔らかく保っている。石畳の階段から格調ある
膝をつきあわせて、飲もうじゃないか、喋ろうじゃないか、歌おうじゃ 扉へ、そこにスナック＆レストラン“ソネ' , のキャビネが待ちうけている

金
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☆
若
い
女
性
の
熱
気
あ
ふ
れ
る

「
レ
デ
ィ
ス
・
タ
ウ
ン
」

国
鉄
、
阪
急
、
阪
神
の
三
宮
駅
乗
降

客
を
直
接
に
う
け
と
め
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
街
「
さ
ん
ち
か
タ
ウ
ン
」
は
常
に
明

る
い
活
気
に
満
ち
て
い
る
。

一
番
の
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
る
の
は

「
レ
デ
イ
ス
・
タ
ウ
ン
」
。
ベ
ニ
ヤ
の

ブ
ラ
ウ
ス
売
場
や
、
プ
リ
ン
ス
の
ド
ッ

グ
カ
ラ
ー
、
ベ
ル
ト
売
場
に
は
学
生
風

の
女
の
子
、
オ
フ
ィ
ス
帰
り
の
女
性
な

ど
三
々
五
々
連
れ
立
っ
て
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
に
余
念
が
な
い
。
女
性
の
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
は
い
つ
も
さ
わ
り
た
が
り
ゃ
だ
か

ら
、
た
め
つ
す
が
め
つ
、
身
に
あ
て
つ

…
…
そ
の
購
買
意
欲
に
熱
気
が
あ
ふ
れ

る
。近

頃
の
若
者
の
生
活
に
お
け
る
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
の
浸
透
力
は
深
い
。
こ
と
に

若
い
女
性
は
お
化
粧
法
も
進
歩
し
た
し

皆
流
行
に
と
て
も
敏
感
。
「
こ
の
頃
女

の
子
が
皆
お
し
ゃ
れ
に
な
っ
て
、
前
に

ま
わ
っ
て
ア
シ
と
驚
く
」
な
ん
て
の
た

も
う
た
男
性
も
い
た
け
れ
ど
、
そ
れ
で

も
女
性
誌
の
傾
向
に
ピ
ッ
タ
リ
沿
っ
た

ミ
ー
ー
の
カ
ワ
イ
イ
彼
女
に
、
ト
ラ
デ
ィ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
背
広
姿
の
サ
エ
ナ
イ
彼

な
ん
て
い
う
ア
ベ
ッ
ク
が
た
だ
今
の
一

零騨螺
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☆
特
集
１
／
街
の
お
し
ゃ
べ
り
①
／
さ
ん
ち
か
・
さ
ん
プ
ラ
ザ

若
も
の
は
イ
メ
ー
ジ
を
着
る

汗
器

ド
841
Ｉ

新しいファッションゾーン・さんプラザ 楽しいショッピング・さんちかレディス・タウン

般
的
な
流
行
刊

☆
若
者
は
イ
メ
ー
ジ
を
着
る

フ
ィ
ー
リ
ン
グ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

ふ
た
た
び
若
者
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・

ゾ
ー
ン
を
求
め
て
、
こ
の
春
オ
ー
プ
ン

し
た
「
さ
ん
プ
ラ
ザ
」
を
行
く
。
入
居

店
舗
の
ほ
と
ん
ど
が
ヤ
ン
グ
・
レ
デ
ィ

向
け
の
服
飾
店
だ
か
ら
、
歩
い
て
い

る
人
も
ハ
イ
テ
ィ
ー
ン
か
ら
二
○
代
の

若
い
女
性
が
圧
倒
的
に
多
く
、
大
阪
・

京
都
、
遠
く
は
東
京
や
九
州
な
ど
か
ら

も
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
み
に
集
ま
っ

て
く
る
。
「
さ
ん
プ
ラ
ザ
」
で
目
に
つ

く
の
は
東
京
の
店
の
進
出
。
三
愛
、
鈴

屋
、
ロ
ペ
な
ど
ヤ
ン
グ
に
受
け
る
カ
ジ

ュ
ア
ル
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
人
気
を
集

め
て
い
る
。
栖
落
の
め
し
て
な
い
着
や

す
さ
、
若
者
の
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
で
着
れ

る
自
由
さ
、
適
度
な
値
段
、
そ
し
て

「
女
性
週
刊
誌
や
服
装
誌
の
イ
メ
ー
ジ

ど
お
り
の
カ
ッ
コ
良
さ
が
あ
る
か
ら
」

と
は
月
に
一
回
流
行
感
覚
を
磨
き
に
東

京
へ
行
く
と
い
う
マ
キ
シ
の
女
の
子
。

「
さ
ん
プ
ラ
ザ
」
中
最
大
の
フ
ロ
ア
を

持
つ
三
愛
の
横
田
店
長
は
、
神
戸
っ
子

の
お
栖
落
に
「
素
材
も
デ
ザ
イ
ン
も
オ

ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
、
で
も
一
人
一
人
が
自

分
に
一
番
よ
く
似
合
う
も
の
を
着
て
い
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霞

ま
す
ね
。
し
か
し
情
報
の
量
や
速
度
が

増
し
て
、
神
戸
と
か
東
京
と
か
い
う
枠

は
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
ん
じ
や
な
い
で

す
か
」
と
の
こ
と
。

た
し
か
に
神
戸
っ
子
の
お
酒
落
は
形

は
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
で
も
生
地
、
仕
立

て
の
良
い
も
の
に
重
点
を
お
く
傾
向
は

あ
っ
た
よ
う
だ
。
だ
が
今
一
番
多
く
み

る
の
は
既
製
服
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
。
そ
し

て
あ
く
ま
で
も
カ
ジ
ュ
ア
ル
で
軽
い
。

ジ
ー
パ
ン
に
荒
縄
の
よ
う
な
ベ
ル
ト
、

イ
ン
ド
の
ヒ
ッ
ピ
ー
パ
ッ
グ
、
第
二
の

皮
層
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
ト
ロ
ン
と

し
た
超
ミ
ニ
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
、
ｂ
ｅ
ｂ

ｅ
ｌ
と
染
め
ぬ
い
た
綿
ジ
ャ
ー
ジ
の
肌

も
あ
ら
わ
な
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
パ
ン
タ
ロ

ン
。
チ
ェ
ッ
ク
の
シ
ャ
シ
や
Ｔ
シ
ャ
ツ

に
コ
ッ
ト
ン
ス
カ
ー
ト
の
ア
メ
リ
カ
ン

・
カ
ジ
ュ
ア
ル
を
着
て
、
キ
ャ
ッ
キ
ャ

ッ
と
笑
い
く
ず
れ
て
い
る
楽
し
そ
う
な

女
の
子
た
ち
。
一
階
の
テ
ラ
ス
・
ド
・

ア
ル
フ
ィ
に
は
、
マ
キ
シ
や
ジ
ャ
ン
プ

ス
ー
ッ
ス
タ
イ
ル
な
ど
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ

ブ
ル
に
装
っ
た
ヅ
カ
ガ
ー
ル
や
モ
デ
ル

が
集
ま
っ
て
く
る
。
そ
ろ
っ
て
「
着
た

い
も
の
を
着
て
い
る
」
自
由
人
？

若
者
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
い
わ
ゆ
る

〃
栖
落
る
″
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
か
ら
だ

ん
だ
ん
離
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
Ｔ
Ｐ

Ｏ
も
、
社
会
の
き
ま
り
も
、
普
段
着
も

よ
そ
ゆ
き
も
区
別
は
な
い
。
装
う
こ
と

は
呼
吸
す
る
こ
と
で
あ
り
、
若
者
が
生

き
行
動
し
、
感
じ
る
こ
と
を
少
し
で
も

邪
魔
し
な
い
、
む
し
ろ
そ
れ
ら
を
助
け

自
分
を
イ
メ
ー
ジ
化
し
て
い
く
フ
イ
ー

リ
ン
グ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
よ
う
だ
。

☆
今
や
ノ
ン
セ
ッ
ク
ス
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

も
う
一
つ
「
さ
ん
プ
ラ
ザ
」
の
新
し

い
客
は
若
い
男
性
。
鈴
屋
で
彼
女
と
一

緒
に
熱
心
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
し
て
い
た

黒
エ
ナ
メ
ル
ク
ロ
ス
の
ロ
ン
グ
コ
ー
ト

の
人
、
「
男
で
も
き
れ
い
に
し
た
い
と

い
う
欲
求
に
変
わ
り
は
な
い
、
着
る
も

の
は
全
部
自
分
で
造
る
」
と
い
う
大
阪

か
ら
や
っ
て
き
た
若
者
、
「
ね
、
ね
、

ス
ッ
ゴ
ク
イ
カ
シ
タ
生
地
み
つ
け
た
ん

だ
よ
」
と
彼
女
に
し
ゃ
べ
っ
て
る
男
の

子
…
…
シ
ー
ス
ル
ー
の
シ
ャ
シ
に
カ
ラ

フ
ル
な
ス
ト
ラ
イ
プ
の
ス
ラ
ッ
ク
ス
を

は
い
た
学
生
は
、
ロ
ペ
な
ど
へ
女
も
の

を
探
し
に
行
く
そ
う
だ
。
生
理
的
構
造

の
違
い
で
（
？
）
困
る
こ
と
な
い
の
？

と
余
計
な
心
配
を
す
る
と
、
「
こ
の
頃

の
女
も
の
は
前
ジ
ッ
パ
ー
だ
し
全
然
困

ら
な
い
。
細
身
で
カ
ッ
コ
イ
イ
」
ん
だ

そ
う
で
あ
る
。

彼
と
彼
女
の
と
り
か
え
っ
こ
も
可
能

今
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
ノ
ン
セ
ッ
ク
ス

時
代
を
迎
え
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。
若
者

に
関
す
る
限
り
、
婦
人
服
飾
、
紳
士
服

飾
の
区
別
は
近
い
将
来
な
く
な
る
か
も

し
れ
な
い
。
ま
だ
少
数
派
な
が
ら
、
こ

う
い
う
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
男
性
の

装
う
こ
と
へ
の
関
心
は
相
当
真
剣
な
も

の
が
あ
り
、
そ
の
内
、
男
性
の
方
が
よ

り
カ
ラ
フ
ル
に
よ
り
装
飾
的
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
と
思
え
て
く
る
。

八
高
田
明
子
Ｖ

東京から来たシャーな女性。

１
８５
１

ブロンドの
力ワイコチャンノ

ホントは女ものがほしいけど……
とビッタリカップル

鍵鍵

若者の熱気あふれる三愛水着ショー

亀

こ塞脚錐捲盤3 錘
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鴬
犠
議
鯉
篭

☆
中
突
堤
は
今
日
も
カ
ー
ラ
ッ
シ
ュ

中
突
堤
は
、
西
側
に
淡
路
、
四
国

九
州
方
面
、
先
端
に
沖
縄
航
路
の
客
船

が
発
着
す
る
中
突
堤
南
船
客
待
合
所
を

持
つ
、
神
戸
港
で
一
番
長
い
突
堤
。
ま

た
人
と
車
の
混
雑
も
他
の
突
堤
を
し
の

い
で
い
る
。
こ
の
日
、
男
性
四
人
連
れ

で
京
都
か
ら
散
歩
が
て
ら
に
神
戸
へ
来

た
と
い
う
大
学
生
に
聞
い
て
み
た
。

ｌ
神
戸
に
よ
く
来
る
け
れ
ど
《
こ
こ

が
一
番
つ
ま
ら
な
い
。
新
し
く
出
来
た

ポ
ー
ト
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
な
か
な
か
い
い

と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
い
る
の
だ
け
れ

ど
：
．
…
。
京
都
と
神
戸
で
は
建
物
自
体

か
ら
し
て
違
っ
て
く
る
が
、
領
事
館
の

旗
な
ど
が
翻
っ
て
る
の
を
見
る
と
「
こ

こ
は
神
戸
な
ん
だ
／
・
」
と
強
く
感
じ
ま

す
。
横
浜
の
港
へ
行
っ
た
こ
と
も
あ
る

け
れ
ど
、
神
戸
と
違
っ
て
近
く
に
山
下

公
園
と
い
う
広
場
が
あ
る
。
神
戸
に
も

あ
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
ね
。

す
ぐ
近
く
に
、
下
校
後
す
ぐ
や
っ
て

来
た
の
か
制
服
の
ま
ま
で
、
釣
り
準
備

に
余
念
の
な
い
中
学
生
二
人
。
何
が
釣

れ
る
の
？
と
聞
い
て
み
る
と

ｌ
ア
ジ
、
で
も
食
べ
ら
れ
な
い
よ
．

も
っ
と
海
の
水
が
き
れ
い
に
な
れ
ば
い

い
な
。
港
？
港
は
僕
に
と
っ
て
友
達

１
８６
１

み
た
い
な
も
の
。

☆
ア
ベ
ッ
ク
で
夏
の
涼
・
港
内
遊
覧

明
治
の
初
め
神
戸
港
が
開
港
す
る
と

同
時
に
ア
メ
リ
カ
領
事
館
が
設
置
さ
れ

そ
の
前
に
つ
く
ら
れ
た
小
さ
な
木
の
桟

橋
を
、
当
時
の
神
戸
っ
子
達
は
ア
メ
リ

カ
の
波
止
場
と
呼
ん
で
い
た
。
そ
し
て

い
つ
と
も
な
く
メ
リ
ケ
ン
波
止
場
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
で
は
立
派
な

波
止
場
と
な
っ
て
港
内
交
通
船
及
び
港

め
ぐ
り
（
東
神
戸
港
・
魚
崎
沖
一
周
観

光
）
の
発
着
場
に
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
は
、
中
突
堤
に
比
べ
人
も
車
も

少
な
く
て
、
比
較
的
落
ち
着
い
た
港
の

風
情
が
楽
し
め
る
。
波
止
場
の
先
端
に

は
、
海
を
臨
む
白
い
ベ
ン
チ
が
五
つ
六

つ
。
長
い
ベ
ン
チ
に
は
、
肩
を
並
べ
て

す
わ
っ
た
ア
ベ
ッ
ク
が
こ
こ
か
し
こ
。

一
人
波
止
場
に
や
っ
て
き
た
男
性
は
、

「
何
処
へ
行
く
つ
た
っ
て
、
何
処
へ
行

き
や
あ
い
い
ん
だ
／
」
。
思
案
の
末
、

ア
ベ
ッ
ク
の
横
に
ド
カ
ッ
と
す
わ
っ
た

「
あ
と
数
分
で
観
光
船
が
出
発
し
ま

す
／
・
」
の
呼
声
に
、
あ
わ
て
て
船
に
乗

り
込
む
。
前
述
の
ア
ベ
ッ
ク
も
同
乗
。

船
の
エ
ン
ジ
ン
音
に
ま
ぎ
れ
て
、
海

を
初
め
て
見
る
小
さ
な
女
の
子
に
、
や

さ
し
く
話
し
て
聞
か
せ
る
あ
る
パ
パ
の

ロ
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ハーイ／」

姿
を
見
つ
け
た
。

ｌ
東
京
に
住
ん
で
い
る
の
で
す
が
、

会
社
の
休
暇
を
利
用
し
て
家
族
で
万
国

博
見
物
に
大
阪
へ
来
ま
し
た
。
そ
の
つ

い
で
に
神
戸
に
い
る
知
人
を
頼
っ
て
、

今
日
一
日
港
見
物
を
楽
し
ん
で
い
る
わ

け
で
す
。
メ
リ
ケ
ン
へ
は
以
前
に
来
た

こ
と
が
あ
り
、
今
回
は
家
族
で
外
国
船

の
あ
る
雰
囲
気
を
楽
し
み
た
い
で
す

ね
。
ポ
ー
ト
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
は
是
非
行

っ
て
み
た
い
で
す
。
横
浜
と
比
べ
て
、

神
戸
の
港
の
方
が
断
然
大
き
い
よ
う
に

思
い
ま
す
ね
。
船
の
数
も
多
い
み
た
い

だ
な
。ア

ベ
ッ
ク
に
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る

つ
も
り
だ
っ
た
が
、
余
り
に
も
余
り
に

も
だ
っ
た
の
で
、
か
わ
り
に
メ
リ
ケ
ン

波
止
場
税
関
詰
所
の
所
員
の
人
に
聞
く

こ
と
に
し
た
。

ｌ
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
ム
ー
ド
を
求
め

て
か
若
い
ア
ベ
ッ
ク
が
多
い
で
す
ね
。

夏
は
言
う
に
及
ば
ず
、
冬
の
寒
空
の
中

で
も
土
、
日
は
よ
く
集
ま
っ
て
き
ま

す
。
困
る
の
は
ベ
タ
ベ
タ
し
す
ぎ
る
こ

と
。
図
々
し
い
と
い
う
か
お
構
い
な
し

で
す
か
ら
ね
。
そ
れ
と
、
最
近
〃
カ
ミ

ナ
リ
族
″
と
い
う
の
か
単
車
で
、
も
の

す
ご
い
爆
音
を
立
て
な
が
ら
や
っ
て
来

る
。
こ
こ
は
公
共
の
場
だ
か
ら
、
他
人

の
迷
惑
に
な
る
よ
う
な
事
は
止
め
て
も

ら
い
た
い
も
の
で
す
。

☆
須
磨
は
ビ
キ
ニ
で
花
盛
り

取
材
に
当
た
っ
た
当
日
、
こ
の
日
は

即
日
間
以
上
も
続
い
た
梅
雨
の
雨
か
ら

ロ

１
８７
１

｢ チェッまた駄目か」 大阪からやって来たフォークグループ潮風がリズミカルだ 陣

解
き
放
た
れ
た
か
の
よ
う
に
、
ま
さ
に

真
夏
を
思
わ
す
好
天
気
。
そ
れ
っ
／
、

と
ば
か
り
一
路
海
辺
の
ル
ポ
に
足
を
向

け
た
。
須
磨
は
、
砂
浜
こ
そ
あ
れ
そ
の

水
は
、
ゴ
ミ
と
汚
物
の
混
じ
っ
た
茶
系

を
示
し
、
規
定
水
質
度
の
は
る
か
３
倍

を
上
回
る
汚
染
ぶ
り
。

釣
り
客
と
ド
ラ
イ
バ
ー
族
が
圧
倒
的

の
舞
子
。
交
通
の
便
が
よ
く
、
特
に
大

阪
か
ら
車
で
や
っ
て
く
る
人
が
多
い
。

ｌ
垂
水
の
中
学
生
。
小
さ
い
頃
か
ら

よ
く
こ
こ
へ
釣
り
に
来
る
。
今
日
は
一

人
だ
け
れ
ど
、
５
時
頃
ま
で
い
る
よ
。

学
校
か
ら
ま
だ
許
可
が
出
な
い
の
で
、

泳
ぎ
た
く
て
も
泳
げ
な
い
ん
だ
。
海
？

海
は
大
好
き
さ
。

す
ぐ
近
く
の
公
園
で
は
、
ギ
タ
ー
を

抱
え
て
合
唱
す
る
声
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

に
興
じ
る
声
。
そ
れ
ら
の
歓
声
が
、
潮

騒
と
ひ
と
つ
に
溶
け
あ
っ
て
い
た
。

須
磨
の
浜
辺
は
色
の
氾
濫
だ
。
時
間

つ
ぶ
し
に
甲
羅
干
し
に
来
た
と
い
う
女

性
。
紺
の
ビ
キ
ニ
が
若
さ
を
強
調
す
る

毎
年
、
須
磨
で
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
と

い
う
大
学
生
は

ｌ
海
水
浴
客
は
海
水
の
汚
染
と
共
に

減
っ
て
き
て
、
甲
羅
干
し
の
人
が
増
え

て
き
た
な
。
こ
の
近
く
に
住
ん
で
る
け

れ
ど
、
海
水
の
汚
染
に
は
困
惑
す
る
。

人
一
倍
に
須
磨
へ
の
愛
着
心
は
深
い
よ

夜
？
夜
は
こ
の
辺
一
帯
が
ア
ベ
ッ
ク

の
巣
に
な
る
ん
だ
。
海
の
家
を
こ
じ
開

け
る
悪
者
も
い
て
る
な
。

ハ
ク
ボ
ョ
シ
コ
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午前２時一若者の眼は開く
くタイムポケット＞

あ
て
ら
れ
る
こ
と
こ
の
上
な
し
。

今
日
が
初
め
て
の
デ
ー
ト
だ
と
い
う

廻
才
の
髪
の
長
い
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
女

の
子
と
、
犯
才
の
ロ
ン
グ
ヘ
ァ
ー
の
甘

い
ル
ッ
ク
ス
の
男
の
子
。
神
戸
は
静
か

で
落
ち
つ
け
る
か
ら
好
き
。
一
人
で
行

く
な
ら
ジ
ャ
ズ
喫
茶
の
ピ
サ
、
二
人
で

な
ら
ト
ア
ロ
ー
ド
の
カ
ル
ム
と
の
た
ま

》
っ
Ｏ日

曜
日
は
ど
こ
で
デ
ー
ト
す
る
の
？

と
ヤ
ボ
に
も
聞
く
と
、
今
だ
っ
た
ら
万

博
か
京
都
だ
ね
。
そ
う
だ
、
今
度
の
日

曜
は
京
都
へ
行
こ
う
か
、
な
ん
て
う
ま

く
話
が
ま
と
ま
っ
ち
ゃ
っ
て
損
し
た
み

た
い
。
で
，
も
ョ
カ
ッ
タ
ネ
ノ

☆
遊
び
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
、
坂
道
の
あ
る

中
山
手
・
北
野
町
界
隈ｌ

Ｐ
・
班
十
時

夜
も
更
け
る
と
ヤ
ン
グ
は
新
鮮
な
空

気
を
求
め
て
坂
道
を
か
け
上
が
る
。
神

戸
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
プ
レ
イ
ス
ポ
ッ
ト

は
、
雰
囲
気
に
浸
る
楽
し
さ
が
充
満
。

外
人
さ
ん
に
マ
キ
シ
ス
カ
ー
ト
、
そ
れ

に
車
も
ブ
ー
ブ
ー
通
れ
る
。
ピ
ノ
ッ
キ

オ
の
マ
ス
タ
ー
い
わ
く
。
こ
こ
は
オ
フ

ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
の
よ
う
な
、
ま
る
で

オ
フ
ト
ア
ロ
ー
ド
だ
と
。
開
放
的
な
大

通
り
と
夜
目
に
誇
る
異
人
館
と
、
緑
濃

く
な
る
坂
道
。
ム
ー
ド
づ
く
り
の
セ
ッ

ト
は
ま
さ
に
グ
ッ
ド
ノ

バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
若
い
バ
ー
テ
ン
さ

ん
は
、
当
節
は
自
分
の
事
は
き
っ
ち
り

し
て
い
る
け
ど
、
遊
び
の
幅
が
小
さ
く

な
っ
た
よ
う
で
す
ね
、
と
昔
（
？
）
の

バ
ン
カ
ラ
を
な
つ
か
し
む
様
子
。
そ
こ

で
一
人
黙
々
と
バ
タ
ー
ラ
イ
ス
を
食
べ

て
る
神
大
生
に
聞
く
と
、
経
済
的
に
酔

い
つ
ぶ
れ
な
い
だ
け
と
、
答
え
た
。
コ

ン
パ
や
友
達
の
家
で
は
気
が
ね
な
く
酔

い
つ
ぶ
れ
る
そ
う
だ
。

北
野
町
に
は
ホ
テ
ル
も
わ
ん
さ
か
と

あ
り
、
早
、
ホ
テ
ル
か
ら
出
て
く
る
ヤ

ン
グ
カ
ッ
プ
ル
に
出
く
わ
す
。
ま
た
明

ら
か
に
プ
ロ
だ
と
わ
か
る
若
い
女
の
子

も
二
人
連
れ
で
暗
闇
に
立
っ
て
い
た
。

テ
ィ
フ
ァ
ー
ナ
は
、
マ
キ
シ
に
身
を

飾
っ
た
女
性
、
ち
ょ
っ
と
ニ
ヒ
ル
な
ジ

プ
シ
ー
ル
ッ
ク
の
男
性
。
ハ
ー
フ
の
女

の
子
。
そ
れ
ぞ
れ
の
膜
想
に
ふ
け
っ
て

い
る
か
の
よ
う
。

☆
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
の
英
雄
？

１
Ａ
・
噸
○
時

バ
リ
バ
リ
パ
リ
ノ
．
一
瞬
オ
ー
ト
バ

イ
が
躍
り
あ
が
っ
て
風
の
尾
を
引
く
よ

う
に
通
り
す
ぎ
る
。
四
、
五
台
並
ん
で

走
れ
ば
、
イ
ー
ジ
ー
ラ
イ
ダ
ー
の
ご
と

く
気
分
さ
わ
や
か
。

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
の
英
雄
達
は
、
ロ

ン
グ
ヘ
ァ
ー
に
細
身
の
ジ
ー
ン
、
サ
ン

グ
ラ
ス
と
カ
ッ
コ
イ
イ
の
も
い
れ
ば
、

昔
な
が
ら
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
姿
も
多
い
。

熱
帯
魚
の
水
槽
を
買
う
つ
も
り
で
貯

金
し
て
い
た
ら
、
い
ざ
そ
れ
だ
け
た
ま

る
と
ス
テ
レ
オ
が
欲
し
く
な
り
、
つ
い

に
オ
ー
ト
バ
イ
に
ま
で
エ
ス
カ
レ
ー
ト

し
た
と
い
う
か
わ
い
ら
し
い
動
機
。

警
官
も
優
し
く
、
彼
ら
も
お
と
な
し

く
、
そ
れ
で
も
花
時
計
前
で
イ
タ
チ
ゴ

＜ローストシティー＞のカントリーウエス
タンを聞くヤング

夜な夜なフラワーロードに出没するパリパリ族

１
１８９
１

１
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深夜映画から夜明けのコーヒー、そして早朝ボウリング＜スターレーン＞

ツ
コ
の
遊
び
を
し
て
い
る
。
コ
ー
ス
は

再
度
山
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
、
第
二
阪
神

国
道
、
土
曜
日
は
須
磨
の
方
ま
で
車
を

伸
ば
す
ら
し
い
。
花
時
計
前
は
男
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
バ
ク
ハ
ッ
し
て
い
る
。

☆
夜
を
忘
れ
た
ク
リ
エ
ー
タ
ー

１
Ａ
・
皿
二
時

若
者
は
深
夜
を
ど
こ
か
に
置
き
忘
れ

て
き
た
よ
う
だ
。
す
べ
て
の
店
の
シ
ャ

ッ
タ
ー
が
下
り
か
か
っ
て
も
、
深
夜
ス

ナ
ッ
ク
。
タ
イ
ム
ポ
ケ
ッ
ト
は
ま
だ
ま

だ
リ
ズ
ム
が
鳴
っ
て
い
る
。
マ
ス
タ
ー

の
宮
野
さ
ん
は
精
神
的
な
若
さ
を
強
調

す
る
。
こ
こ
か
ら
新
し
い
ヤ
ン
グ
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
を
創
造
し
て
行
こ
う
と
、
こ

の
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ン
ド
に
集
ま
る
一
人

一
人
が
自
分
た
ち
の
オ
シ
ャ
レ
を
見
せ

あ
っ
て
い
る
カ
ン
ジ
。
七
月
に
は
神
戸

小
劇
場
を
呼
ん
で
、
演
劇
と
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
シ
ョ
ウ
を
し
た
。
そ
う
い
え
ば
、

別
に
う
り
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
だ

ろ
う
が
、
マ
キ
シ
を
着
た
壊
れ
そ
う
な

女
の
子
が
一
人
コ
ー
ラ
を
飲
ん
で
い
る

広
島
か
ら
潜
水
艦
で
き
て
、
ド
ッ
ク

入
り
の
期
間
中
神
戸
を
楽
し
ん
で
い
る

と
い
う
犯
才
の
自
衛
隊
の
男
の
子
。
初

め
て
き
た
こ
の
店
で
、
バ
ン
ド
の
ヴ
ォ

ー
カ
ル
を
す
る
女
性
と
語
り
あ
う
。
好

き
な
人
な
ら
抱
か
れ
て
み
た
い
と
言
い

き
る
彼
女
に
、
彼
は
、
自
分
の
伴
侶
と

な
る
人
は
一
人
で
あ
り
た
い
、
と
反

論
。
た
と
え
女
の
人
が
全
部
与
え
て
も

男
は
玩
具
を
も
ら
っ
た
程
度
に
し
か
考

え
な
い
ワ
、
と
サ
ラ
ッ
と
彼
女
が
答
え

■

| 寺一一ごF 、』. 吟一一

＆

『

午前２時？それは唄の時間だよ. ／＜盗賊の館＞

１
９０
１

る
。
潜
水
艦
は
男
だ
け
の
世
界
な
ん
で

す
。
隊
員
が
目
転
車
で
世
界
一
周
を
す

る
と
、
そ
の
後
に
続
く
者
が
多
い
。
私

だ
っ
て
、
任
期
の
き
れ
る
二
年
後
に
は

自
分
を
生
か
す
青
写
真
を
持
っ
て
い
ま

す
。
横
須
賀
、
佐
世
保
、
舞
鶴
、
函
館

と
ま
わ
っ
た
が
、
一
晩
だ
け
の
恋
を
語

る
の
で
は
仕
様
が
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
で
き
る
だ
け
の
事
を
経
験

し
て
艦
に
戻
り
た
い
。
そ
れ
し
か
な
い
。

傍
の
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
女
性
を
見
て

一
息
に
ハ
イ
ボ
ー
ル
を
飲
み
強
烈
な
リ

ズ
ム
の
中
で
眼
に
一
瞬
涙
を
浮
か
べ
た

☆
眠
る
が
如
く
映
画
を
観
、
夜
明
け
に

帰
る
若
者
達
１
１
Ａ
．
Ｍ
四
時

ポ
ル
サ
リ
ー
ノ
は
人
気
絶
頂
。
午
前

三
時
、
一
体
ど
こ
か
ら
と
思
わ
れ
る
ヤ

ン
グ
が
、
土
曜
か
ら
日
曜
に
か
け
て
阪

急
会
館
に
き
た
。
白
い
色
調
の
美
し
い

画
面
い
つ
ぱ
い
に
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る

ア
ラ
ン
・
ド
ロ
ン
と
ジ
ャ
ン
・
ポ
ー
ル
・

ベ
ル
モ
ン
ド
ー
の
格
闘
。
笑
い
と
寝
息

が
交
互
に
聞
え
る
座
席
で
は
、
イ
チ
ャ

ッ
ク
の
も
忘
れ
る
ほ
ど
睡
魔
と
闘
う
カ

ッ
プ
ル
。
独
身
男
は
夜
に
な
る
ほ
ど
眼

が
冴
え
る
。
時
間
の
ロ
ス
を
埋
め
る
最

終
の
プ
レ
イ
ス
ポ
ッ
ト
だ
が
、
そ
れ
で

も
幕
が
下
り
る
と
、
ア
ク
ビ
を
連
発
し

て
互
い
に
顔
を
合
わ
せ
る
の
も
バ
ツ
が

悪
い
。
見
て
た
？
う
う
ん
、
寝
て
た
。

と
い
っ
て
も
色
気
抜
き
の
す
さ
ま
じ
さ

大
通
り
は
夜
明
け
、
七
時
の
早
朝
ボ

ウ
リ
ン
グ
に
は
、
ま
だ
時
間
が
あ
る
。

八
こ
い
ず
み
あ
き
こ
Ｖ
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婦人服飾とおしゃれ洋品の店

聯 ス琴ャ
本店
六甲店
東京店
大阪店

神戸市生田区三宮町３－１５
神戸阪急六甲駅構内ファミリーストア
東京都蔓島区南池袋パルコ地下１階
大阪梅田阪急三番街地下１階

ＴＥＬＯ７８(33)3436
ＴＥＬＯ７８(87)2731
ＴＥＬＯ３(987)O567
TELO6(372)4877

こんにちは赤ちゃん

西宮市・根市宏美ちゃん
完全看護☆冷暖房完備☆病院前駐車可能

蔓柿沼産婦人科

芦屋市大耕町９番地
国道芦屋川電停東5 0 米( 明治生命南）
恋芦屋（0 7 9 7 ）３１－' 2 3 4 代表
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塵ﾉ窪!"装苑

クールなタッチのクールなキャンディ. ノ

クーールシックスサマーキャンデイ. ／

太陽の季節の為にゴンチヤロフが特別に
創りました。

串

チヨ
［‐

’
６．

<33>7550
<33>2038
<87>8303

j ‘ンチャロフ
コレート＊キャンデー

直売店さんちか・スイーツタウン
直売店神戸商工貿易センタービル

藤井まつ子
大丸前店- 生田区三宮町３丁目１７
京．町店- 生田区三宮町１丁目１７
六甲店- 灘区将軍通３丁目1 ６
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